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・大雨による被害と直接関係のある修理が対象です。

・写真の撮影（修理前、修理中、修理後）は必須です。

・住宅設備等のグレードアップはできません。

・住宅設備等は、取替前後の品番の撮影やカタログの写しを用意してください。

★応急修理のポイント

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇制度の概要 

令和５年７月７日からの大雨にかかる災害により住宅が準半壊以上の被害を受け、自ら修理す

る資力のない世帯を対象に、被災した住宅の居室、台所、トイレなど日常生活に必要不可欠な最

小限度の部分の応急的な修理について、秋田市が業者に依頼し、修理費を直接業者に支払う制度

です。 

 

 

 

 

 

 

〇対象者 

以下の要件を全て満たす方（世帯） 

(1) 秋田市にお住まいの方 

(2) 住宅の被害が｢大規模半壊｣､｢中規模半壊｣､｢半壊｣､｢準半壊｣であること 

※ 全壊であっても、修理することで居住することが可能の場合は、個別に対象となることがあります

ので、ご相談ください。 

※ 被害の程度は、秋田市が発行する罹災証明書をご確認ください。 

※ 納屋や車庫、空き家は対象となりません。 

(3) 応急修理を行うことによって、避難所等への避難を要しなくなると見込まれること 

(4) 自ら修理を行う資力がないこと 

【令和５年７月７日からの大雨にかかる災害】 

災害救助法に基づく被災住宅の応急修理制度 

（日常生活に必要な最小限度の部分） 

【はじめに必ずお読みください】 
○本制度は、秋田市が修理業者に工事費を直接支払う制度です。個人が修理費用を業者に支払ってし

まうと、この制度は利用できなくなるためご注意ください。 

※既に修理業者に依頼している場合は、秋田市にご相談ください。 

 

○本制度をご利用するにあたり、修理前の被害状況が分かる写真が必要となりますので、必ず写真を

撮影しておいてください（カメラがない場合は、スマートフォンの撮影でも構いません）。 
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〇応急修理の範囲 

屋根等の基本部分、ドア等の開口部、上下水道等の配管・配線、トイレ等の衛生設備など、

日常生活に欠くことのできない部分であって、緊急に応急修理を行う必要がある部分 

 

〇限度額 

〇大規模半壊、中規模半壊、半壊の場合： 70.6 万円以内（１世帯当たり） 

 〇半壊に準ずる程度の損傷を受けた場合： 34.3 万円以内（１世帯当たり） 

  ※ 限度額を超える費用、対象外の工事部分の費用は自己負担となります。 

 

〇完了期限 

令和７年３月３１日（月曜日） 

※申し込みは、令和７年３月３１日まで受け付けます。 

ただし、完了期限までに工事が完了するものに限ります。 

 

〇申込時に必要な書類 

□ 災害救助法の住宅の応急修理申込書（様式第１号） 

□ 罹災証明書（写しでも可） 

□ 修理前の被害状況が分かる写真 

□ 修理見積書（様式第３号）※後日提出も可能ですが、工事決定には必要となります。 

□ 資力に関する申出書（様式第２号） 

□ 住宅の被害状況に関する申出書（住宅の応急修理に関する参考資料） 

□ 「住宅の応急修理」申込チェックシート 

 

〇申込方法 

 応急修理申込書に必要書類を添付し、窓口までご提出ください。 

 ※具体的な手続きの流れについては、別紙をご覧ください。 

 

 
〇お問い合わせ先  

住宅の応急修理相談窓口（秋田市都市総務課） 電話番号 ０１８－８８８－５７７２ 
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